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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムを
提供する。
【解決手段】低消費電力広域ネットワーク通信メカニズ
ムはネットワーク加入要求を有する端末装置にゲートウ
ェイによりセミパーシステントスケジューリングフレー
ムを順番に分配し、毎回のセミパーシステントスケジュ
ーリングサイクル中で既に分配された各セミパーシステ
ントフレームに対して、データ受信窓口を順番に開放す
る。ネットワークに既に加入した端末装置が所属するセ
ミパーシステントスケジューリングフレームは、毎回の
セミパーシステントスケジューリングサイクルにおいて
同期して起動する。これによりネットワークに加入する
端末装置は、毎回のセミパーシステントスケジューリン
グサイクル期間において、ゲートウェイと一回のデータ
伝送を行い、他の端末装置が伝送するデータとの相互オ
ーバーラップを確実に防ぐことができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムであって、ゲートウェイ及び少なくとも１個
の端末装置により組成される低消費電力広域ネットワークシステム構造において、前記各
端末装置は、予めネットワークＩＤを搭載し、前記ゲートウェイにより、少なくとも１個
のセミパーシステントスケジューリングフレームを含むセミパーシステントスケジューリ
ングサイクルを定時に開放し、前記各加入ネットワークの端末装置に対してサービスを提
供し、前記低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、少なくとも以下のプロセスを
含み、
ａ．ネットワークへの申請加入を開放し、前記ゲートウェイにより、ネットワークＩＤ及
びシステムフレームナンバーを有する１組のビーコンを放送し、前記各端末装置は、前記
ゲートウェイが放送したビーコンを受け取ると、それが所属するネットワークＩＤと前記
ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かの状況下で、前記ゲートウェイに対して
ネットワーク加入請求メッセージを発し、
ｂ．セミパーシステントスケジューリングフレームを分配し、前記ゲートウェイが、前記
各端末装置が発するネットワーク加入請求メッセージを受け取ると、ネットワーク加入請
求メッセージ発信時の前記各端末装置に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送
し、同時に、前記システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフ
レームを、順番に、ネットワーク加入請求メッセージを発信した前記各端末装置に分配し
、
ｃ．セミパーシステントスケジューリングフレームの起動タイミングを設定し、前記各端
末装置が、前記ゲートウェイが発するネットワーク加入同意メッセージを受け取ると、直
ちに前記システムフレームナンバーに基づき、タイマーを起動し、これにより前記各加入
ネットワークの端末装置が所属するセミパーシステントスケジューリングフレームは、セ
ミパーシステントスケジューリングサイクルの度に、毎回再度起動し、
ｄ．セミパーシステントスケジューリングサイクルサービスを起動し、前記ゲートウェイ
により、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクル中において、既に分配され
た各セミパーシステントフレームに対して、データ受信窓口を順番に開放し、前記各加入
ネットワークの端末装置が所属するセミパーシステントスケジューリングフレームは、毎
回のセミパーシステントスケジューリングサイクルにおいて同期に起動し、これにより前
記各加入ネットワークの端末装置は、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイク
ルの期間において、前記ゲートウェイと、一回のデータ伝送を行うことができ、しかも他
の端末装置が伝送するデータとの相互オーバーラップを確実に防ぐことができる
ことを特徴とする、
低消費電力広域ネットワーク通信メカニズム。
【請求項２】
前記低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、予め設定したタイムスロットで、前
記ステップａから前記ステップｄを順番に再度執行する
ことを特徴とする、
請求項１に記載の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズム。
【請求項３】
前記セミパーシステントスケジューリングサイクルは、複数のセミパーシステントスケジ
ューリングフレーム及び少なくとも１個の緩衝フレームにより組成され、
前記ゲートウェイは、前記各セミパーシステントスケジューリングフレームが対応する端
末装置が伝送するデータを受け取ると、対応する前記端末装置に対して、フィードバック
信号を同期に発送し、前記ゲートウェイのフィードバック信号を未受信の任意の端末装置
は、次の少なくとも１個の緩衝フレームを通して、前記ゲートウェイとデータ伝送を行う
ことを特徴とする、
請求項１に記載の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズム。
【請求項４】



(3) JP 2020-162066 A 2020.10.1

10

20

30

40

50

前記低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、予め設定したタイムスロットで、前
記ステップａから前記ステップｄを順番に再度執行し、
前記セミパーシステントスケジューリングサイクルは、複数のセミパーシステントスケジ
ューリングフレーム及び少なくとも１個の緩衝フレームにより組成され、前記ゲートウェ
イは、前記各セミパーシステントスケジューリングフレームが対応する端末装置が伝送す
るデータを受け取ると、対応する前記端末装置に対して、フィードバック信号を同期に発
送し、前記ゲートウェイのフィードバック信号を未受信の任意の端末装置は、次の少なく
とも１個の緩衝フレームを通して、前記ゲートウェイとデータ伝送を行う
ことを特徴とする、
請求項１に記載の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズム。
【請求項５】
前記ゲートウェイは、そのシステムフレームナンバー中のセミパーシステントフレームを
通して、ネットワークアドレスに転換し、しかも前記各ネットワーク加入請求メッセージ
を発した端末装置に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送する方式により、前
記システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレームを、既に
ネットワーク加入請求メッセージを発した端末装置に順番に分配する
ことを特徴とする、
請求項１～４の任意の一項に記載の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズム。
【請求項６】
前記各端末装置は、前記ゲートウェイが放送したビーコンを受け取ると、それが所属する
ネットワークＩＤと前記ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かを先ず比較し、
それが所属するネットワークＩＤと前記ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否か
の状況下で、前記ゲートウェイに対してネットワーク加入請求メッセージを発する
ことを特徴とする、
請求項１～４の任意の一項に記載の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズム。
【請求項７】
前記ゲートウェイは、そのシステムフレームナンバー中のセミパーシステントフレームを
通して、ネットワークアドレスに転換し、しかも前記各ネットワーク加入請求メッセージ
を発した端末装置に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送する方式により、前
記システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレームを、既に
ネットワーク加入請求メッセージを発した端末装置に順番に分配し、
前記各端末装置は、前記ゲートウェイが放送したビーコンを受け取ると、それが所属する
ネットワークＩＤと前記ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かを先ず比較し、
それが所属するネットワークＩＤと前記ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否か
の状況下で、前記ゲートウェイに対してネットワーク加入請求メッセージを発する
ことを特徴とする、
請求項１～４の任意の一項に記載の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は低消費電力広域ネットワークの通信技術に関し、特に端末装置の実際のネット
ワークの必要に応じてスケジューリングでき、しかも端末装置のデータ伝送は確実に相互
にオーバーラップ干渉しない低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のＷｉ-Ｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ(登録商標)等短距離通信プロトコルとは異なり
、低消費電力広域ネットワーク（Ｌｏｗ　Ｐｏｗｅｒ　Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ、ＬＰＷＡＮ）技術の出現は、スマートシティにおける環境モニター、駐車、交通、
資産管理、照明、電力網、水資源、ウェアラブル製品（ペット、幼児、高齢者）等のデジ
タルデータ伝送速度に対する要求が高くなく、しかも低電量により運行されるネットワー
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ク環境の応用を実現した。
【０００３】
　低消費電力広域ネットワーク（ＬＰＷＡＮ）で使用されるアンライセンスバンドは、ラ
イセンス及び費用を必要とせず、一定の発射パワー（一般に１Ｗ以下）を遵守し、他のバ
ンドに対して干渉を生じなければ良いため、無料バンド作動に基づく多くの低消費電力広
域ネットワーク技術が急速に発展している。
【０００４】
　ＳＩＧＦＯＸ、ＬｏＲａ及びＮＢ-ＩｏＴは現在、低消費電力広域ネットワーク（ＬＰ
ＷＡＮ）市場において、浸透率が比較的高い通信プロトコルである。
　ＬｏＲａＷＡＮ通信プロトコルの応用は、基本のモニター或いは警告表示メッセージ発
想を既に超えている。
　その核心技術構造とキーポイント特性は既にスマートシティ、工業Ｉｏｔ、製造業、及
び他の多くの垂直産業などの多数の産業の新興応用にまで広がっている。
【０００５】
　現行のＬｏＲａＷＡＮ通信プロトコル応用のネットワークシステム構造において、端末
装置は、具備感知或いはデータ収集の機能を備える。
　ゲートウェイ（ｇａｔｅｗａｙ）は、マルチチャンネルに、同時に各端末装置が発する
データパケットを受信し、及び端末装置に対してデータを発送する機能を備える。
　ネットワークサーバーは、すべてのゲートウェイが受信するパケットを処理し、しかも
正確にパケットを応用サーバーに伝送する機能を備える。
　応用サーバーは、すべての端末装置が伝送するパケットに対して、応用層の処理（デー
タの保存及び分析を含む）を行う。
【０００６】
　従来のＬｏＲａＷＡＮ通信プロトコル中のゲートウェイと各端末装置の間の通信メカニ
ズムは、ゲートウェイにより同時に各端末装置が発するデータパケットを受け取り、及び
端末装置に対してデータを発送する。
　そのため、異なる端末装置の間の信号オーバーラップがしばしば発生し、ゲートウェイ
がすべての端末装置データを完全に受け取れない現象が生じる。
　これにより、ネットワーク全体の運行効率及びネットワーク通信の適正率が予期を下回
っている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
前記先行技術には、異なる端末装置の間の信号オーバーラップがしばしば発生し、ゲート
ウェイがすべての端末装置データを完全に受け取れない現象が生じ、ネットワーク全体の
運行効率及びネットワーク通信の適正率が予期を下回っている欠点がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明は端末装置の実際のネットワークの必要に応じてスケジューリングでき、しかも端
末装置のデータ伝送は確実に相互にオーバーラップ干渉しない低消費電力広域ネットワー
ク通信メカニズムに関する。
【０００９】
本発明による低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、ゲートウェイ及び少なくと
も１個の端末装置により、低消費電力広域ネットワークシステム構造を組成する。
該各端末装置は、予めネットワークＩＤを搭載し、該ゲートウェイにより、少なくとも１
個のセミパーシステントスケジューリングフレーム（Ｓｅｍｉ-Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　
Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｆｒａｍｅ）を含むセミパーシステントスケジューリングサイク
ルを定時に開放し、該各加入ネットワークの端末装置に対してサービスを提供する。
該低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、少なくとも以下のプロセスを含む。
ａ．ネットワークへの申請加入を開放し、該ゲートウェイにより、ネットワークＩＤ（Ｎ



(5) JP 2020-162066 A 2020.10.1

10

20

30

40

50

ｅｔｗｏｒｋ　ＩＤ）及びシステムフレームナンバー（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕ
ｍｂｅｒ）を有する１組のビーコン（ｂｅａｃｏｎ）を放送し、該各端末装置は、該ゲー
トウェイが放送したビーコンを受け取ると、それが所属するネットワークＩＤと該ビーコ
ン内のネットワークＩＤが符合するか否かの状況下で、該ゲートウェイに対してネットワ
ーク加入請求メッセージを発する
ｂ．セミパーシステントスケジューリングフレームを分配し、該ゲートウェイが、該各端
末装置が発するネットワーク加入請求メッセージを受け取ると、ネットワーク加入請求メ
ッセージ発信時の該各端末装置に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送し、同
時に、該システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレームを
、順番に、ネットワーク加入請求メッセージを発信した該各端末装置に分配する。
ｃ．セミパーシステントスケジューリングフレームの起動タイミングを設定し、該各端末
装置が、該ゲートウェイが発するネットワーク加入同意メッセージを受け取ると、直ちに
該システムフレームナンバーに基づき、タイマーを起動し、これにより該各加入ネットワ
ークの端末装置が所属するセミパーシステントスケジューリングフレームは、セミパーシ
ステントスケジューリングサイクルの度に、毎回再度起動する。
ｄ．セミパーシステントスケジューリングサイクルサービスを起動し、該ゲートウェイに
より、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクル中において、既に分配された
各セミパーシステントフレームに対して、データ受信窓口を順番に開放し、該各加入ネッ
トワークの端末装置が所属するセミパーシステントスケジューリングフレームは、毎回の
セミパーシステントスケジューリングサイクルにおいて同期に起動し、これにより該各加
入ネットワークの端末装置は、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクルの期
間において、該ゲートウェイと、一回のデータ伝送を行うことができ、しかも他の端末装
置が伝送するデータとの相互オーバーラップを確実に防ぐことができる。
【００１０】
上述の技術特徴に基づき、該低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、予め設定し
たタイムスロットで、該ステップａから該ステップｄを順番に再度執行する。
【００１１】
上述の技術特徴に基づき、該セミパーシステントスケジューリングサイクルは、複数のセ
ミパーシステントスケジューリングフレーム及び少なくとも１個の緩衝フレームにより組
成される。
該ゲートウェイは、該各セミパーシステントスケジューリングフレームが対応する端末装
置が伝送するデータを受け取ると、対応する該端末装置に対して、フィードバック信号を
同期に発送する。
任意の該ゲートウェイのフィードバック信号を未受信の端末装置は、次の少なくとも１個
の緩衝フレームを通して、該ゲートウェイとデータ伝送を行う。
【００１２】
上述の技術特徴に基づき、該低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、予め設定し
たタイムスロットで、該ステップａから該ステップｄを順番に再度執行する。
該セミパーシステントスケジューリングサイクルは、複数のセミパーシステントスケジュ
ーリングフレーム及び少なくとも１個の緩衝フレームにより組成される。
該ゲートウェイは、該各セミパーシステントスケジューリングフレームが対応する端末装
置が伝送するデータを受け取ると、対応する該端末装置に対して、フィードバック信号を
同期に発送し、任意の該ゲートウェイのフィードバック信号を未受信の端末装置は、次の
少なくとも１個の緩衝フレームを通して、該ゲートウェイとデータ伝送を行う。
【００１３】
さらに、該ゲートウェイは、そのシステムフレームナンバー中のセミパーシステントフレ
ームを通して、ネットワークアドレスに転換し、しかも該各ネットワーク加入請求メッセ
ージを発した端末装置に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送する方式により
、該システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレームを、既
にネットワーク加入請求メッセージを発した端末装置に順番に分配する。
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【００１４】
さらに、該各端末装置は、該ゲートウェイが放送したビーコンを受け取ると、それが所属
するネットワークＩＤと該ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かを先ず比較し
、それが所属するネットワークＩＤと該ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否か
の状況下で、該ゲートウェイに対してネットワーク加入請求メッセージを発する。
【００１５】
さらに、該ゲートウェイは、そのシステムフレームナンバー中のセミパーシステントフレ
ームを通して、ネットワークアドレスに転換し、しかも該各ネットワーク加入請求メッセ
ージを発した端末装置に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送する方式により
、該システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレームを、既
にネットワーク加入請求メッセージを発した端末装置に順番に分配する。
該各端末装置は、該ゲートウェイが放送したビーコンを受け取ると、それが所属するネッ
トワークＩＤと該ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かを先ず比較し、それが
所属するネットワークＩＤと該ビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かの状況下
で、該ゲートウェイに対してネットワーク加入請求メッセージを発する。
【００１６】
本発明による低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは主に、ゲートウェイにより、
セミパーシステントスケジューリングフレームを、ネットワーク加入要求を有する端末装
置に順番に分配し、これによりネットワークに加入する端末装置は、毎回のセミパーシス
テントスケジューリングサイクル期間において、ゲートウェイと一回のデータ伝送を行い
、他の端末装置が伝送するデータとの相互オーバーラップを確実に防ぐことができる。
さらには、予め設定したタイムスロットにおいて、再度スケジューリングでき、既に作動
できない、或いはサービス範囲を離れた端末装置のセミパーシステントスケジューリング
フレームを、ネットワーク加入要求を有する端末装置に分配する。
該ゲートウェイのフィードバック信号を未受信の端末装置は、緩衝フレームを通して、ゲ
ートウェイとデータ伝送を行い、さらに積極的で信頼性の高い手段で、低消費電力広域ネ
ットワークの運行効率及びネットワーク通信適正率を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明中のゲートウェイ及び各端末装置により組成するネットワークシステム構
造模式図である。
【図２】本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムの基本ステップ図である。
【図３】本発明中のゲートウェイエンドの動作フローチャートである。
【図４】本発明中の端末装置エンドの動作フローチャートである。
【図５】本発明第一実施形態のセミパーシステントスケジューリングサイクル中のセミパ
ーシステントスケジューリングフレームの分配模式図である。
【図６】本発明第二実施形態のセミパーシステントスケジューリングサイクル中のセミパ
ーシステントスケジューリングフレームの分配模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　　　（一実施形態）
　本発明は、端末装置の実際のネットワークの必要に応じてスケジューリングでき、しか
も端末装置のデータ伝送は確実に相互にオーバーラップ干渉しない低消費電力広域ネット
ワーク通信メカニズムである。
　図１に示す通り、本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは基本的に、ゲ
ートウェイ１１及び少なくとも１個の端末装置１２により組成される低消費電力広域ネッ
トワークシステム構造である。
　各端末装置１２は、予めネットワークＩＤを搭載し、ゲートウェイ１１により、少なく
とも１個のセミパーシステントスケジューリングフレーム（Ｓｅｍｉ-Ｐｅｒｓｉｓｔｅ
ｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｆｒａｍｅ）を含むセミパーシステントスケジューリング
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サイクルを定時に開放し、各加入ネットワークの端末装置１２に対してサービスを提供す
る。
【００１９】
　同時に図１～図４に示す通り、低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、少なく
とも以下のプロセスを含む。
【００２０】
ａ．ネットワークへの申請加入を開放し、ゲートウェイ１１により、ネットワークＩＤ及
びシステムフレームナンバーを有する１組のビーコンを放送し、各端末装置１２は、ゲー
トウェイ１１が放送したビーコンを受け取ると、それが所属するネットワークＩＤとビー
コン内のネットワークＩＤが符合するか否かの状況下で、ゲートウェイ１１に対してネッ
トワーク加入請求メッセージを発する。
【００２１】
ｂ．セミパーシステントスケジューリングフレームを分配し、ゲートウェイ１１が、各端
末装置１２が発するネットワーク加入請求メッセージを受け取ると、ネットワーク加入請
求メッセージ発信時の各端末装置１２に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送
し、同時に、システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレー
ムを、順番に、ネットワーク加入請求メッセージを発信した各端末装置１２に分配する。
【００２２】
ｃ．セミパーシステントスケジューリングフレームの起動タイミングを設定し、各端末装
置１２が、ゲートウェイ１１が発するネットワーク加入同意メッセージを受け取ると、直
ちにシステムフレームナンバーに基づき、タイマーを起動し、これにより各加入ネットワ
ークの端末装置が所属するセミパーシステントスケジューリングフレームは、セミパーシ
ステントスケジューリングサイクルの度に、毎回再度起動する。
【００２３】
ｄ．セミパーシステントスケジューリングサイクルサービスを起動し、ゲートウェイ１１
により、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクル中において、既に分配され
た各セミパーシステントフレームに対して、データ受信窓口を順番に開放し、各加入ネッ
トワークの端末装置１２が所属するセミパーシステントスケジューリングフレームは、毎
回のセミパーシステントスケジューリングサイクルにおいて同期に起動し、これにより各
加入ネットワークの端末装置は、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクルの
期間において、ゲートウェイ１１と、一回のデータ伝送を行うことができ（図５参照）、
しかも他の端末装置１２が伝送するデータとの相互オーバーラップを確実に防ぐことがで
きる。
【００２４】
　本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、実施時には、ゲートウェイ１
１と各端末装置１２により組成する低消費電力広域ネットワークシステム構造で、電力ニ
ーズが比較的低く、伝送間隔が比較的長い、或いはデジタルデータ伝送量が高くないネッ
トワーク通信用途に主に応用される。
　各端末装置１２は、環境モニター、駐車、交通、資産管理、照明、電力網、水資源等領
域において、関連情報を取得する感知装置、或いはペット、幼児、高齢者のウェラブルと
する感知装置で、必要に応じて一時間毎に、或いはより長い一定の時間毎に、感知デジタ
ルデータをアップロードし、以供応ユーザーエンドの使用管理に供し、或いはその作動状
態を掌握できる。
【００２５】
　本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、ゲートウェイ１１により、セ
ミパーシステントスケジューリングフレームを、ネットワーク加入要求を既に発した端末
装置１２だけに分配し、しかも毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクル中に
おいて、ゲートウェイ１１により、既に分配された各セミパーシステントフレームに対し
て、データ受信窓口を順番に開放し、及び相互に対応する端末装置１２により、同期にそ
のセミパーシステントスケジューリングフレームの方式を起動し、ゲートウェイ１１とデ
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ータ伝送を行い、同一時間において、他の端末装置１２のセミパーシステントスケジュー
リングフレームは未起動である。
　そのため、他の端末装置１２が伝送するデータとの相互オーバーラップを確実に防ぐこ
とができ、低消費電力広域ネットワーク通信適正率向上の目的を達成できる。
【００２６】
　本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムが応用するネットワークシステム
構造中において、そのゲートウェイ１１がサービスする端末装置１２は、撤収、電力不足
、或いは装着者がサービス範囲を離れたことで、不要或いはネットワークに加入できなく
なる。
　よって、本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、予め設定したタイム
スロットで、ステップａからステップｄを順番に再度執行する。
　予め設定したタイムスロットで、再度スケジューリングでき、既に作動できない、或い
はサービス範囲を離れた端末装置のセミパーシステントスケジューリングフレームを、ネ
ットワーク加入要求を有する端末装置に分配し、さらに積極的で信頼性の高い手段で、低
消費電力広域ネットワークの運行効率を高めることができる。
【００２７】
　さらに、本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、実際の応用時には、
それが応用するネットワークシステム構造は、電圧異常或いは他のシステム信号干渉等の
不確定な要素により、端末装置１２が、ゲートウェイ１１とデータ伝送を行うタイムスロ
ット内で、データを完全にアップロードできない状況を招く可能性がある。
【００２８】
　よって、本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、実施時には、セミパ
ーシステントスケジューリングサイクルは、複数のセミパーシステントスケジューリング
フレーム及び少なくとも１個の緩衝フレームにより組成される（図６参照）。
　ゲートウェイ１１は、各セミパーシステントスケジューリングフレームが対応する端末
装置１２が伝送するデータを受け取ると、対応する端末装置に対して、フィードバック信
号を同期に発送する。
　ゲートウェイ１１のフィードバック信号を未受信の任意の端末装置１２は、次の少なく
とも１個の緩衝フレームを通して、ゲートウェイ１１とデータ伝送を行う。
　こうして、各端末装置１２は、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクル中
において、そのデータを、ゲートウェイ１１に完全にアップロードでき、さらに積極的で
信頼性の高い手段で、低消費電力広域ネットワークの通信適正率を高めることができる。
【００２９】
　当然、本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、実施時に、予め設定し
たタイムスロットで、ステップａからステップｄを順番に再度執行し、及びセミパーシス
テントスケジューリングサイクルは、複数のセミパーシステントスケジューリングフレー
ム及び少なくとも１個の緩衝フレームにより組成される。
　ゲートウェイ１１は、各セミパーシステントスケジューリングフレームが対応する端末
装置１２が伝送するデータを受け取ると、対応する端末装置１２に対して、フィードバッ
ク信号を同期に発送し、ゲートウェイ１１のフィードバック信号を未受信の任意の端末装
置１２は、次の少なくとも１個の緩衝フレームを通して、ゲートウェイ１１とデータ伝送
を行う実施形態として実現することが好ましい。　
【００３０】
　本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、上記の各種実施形態において
、ゲートウェイ１１は、そのシステムフレームナンバー中のセミパーシステントフレーム
を通して、ネットワークアドレスに転換し、しかも各ネットワーク加入請求メッセージを
発した端末装置１２に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送する方式により、
システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレームを、既にネ
ットワーク加入請求メッセージを発した端末装置１２に順番に分配する。
【００３１】
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　本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、上記の各種実施形態において
、各端末装置１２は、ゲートウェイ１１が放送したビーコンを受け取ると、それが所属す
るネットワークＩＤとビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かを先ず比較し、そ
れが所属するネットワークＩＤとビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かの状況
下で、ゲートウェイ１１に対してネットワーク加入請求メッセージを発する。
【００３２】
　同様に、本発明の低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは、上記の各種実施形態
において、ゲートウェイ１１は、そのシステムフレームナンバー中のセミパーシステント
フレームを通して、ネットワークアドレスに転換し、しかも各ネットワーク加入請求メッ
セージを発した端末装置１２に対して、ネットワーク加入同意メッセージを発送する方式
により、システムフレームナンバー中のセミパーシステントスケジューリングフレームを
、既にネットワーク加入請求メッセージを発した端末装置１２に順番に分配し、各端末装
置１２は、ゲートウェイ１１が放送したビーコンを受け取ると、それが所属するネットワ
ークＩＤとビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かを先ず比較し、それが所属す
るネットワークＩＤとビーコン内のネットワークＩＤが符合するか否かの状況下で、ゲー
トウェイ１１に対してネットワーク加入請求メッセージを発する。
【００３３】
　従来の技術と比較すると、本発明による低消費電力広域ネットワーク通信メカニズムは
主に、ゲートウェイ１１により、セミパーシステントスケジューリングフレームを、ネッ
トワーク加入要求を有する端末装置に順番に分配し、これによりネットワークに加入する
端末装置は、毎回のセミパーシステントスケジューリングサイクル期間において、ゲート
ウェイと一回のデータ伝送を行い、他の端末装置が伝送するデータとの相互オーバーラッ
プを確実に防ぐことができる。
　さらには、予め設定したタイムスロットにおいて、再度スケジューリングでき、既に作
動できない、或いはサービス範囲を離れた端末装置のセミパーシステントスケジューリン
グフレームを、ネットワーク加入要求を有する端末装置に分配する。
　ゲートウェイのフィードバック信号を未受信の端末装置は、緩衝フレームを通して、ゲ
ートウェイ１１とデータ伝送を行い、さらに積極的で信頼性の高い手段で、低消費電力広
域ネットワークの運行効率及びネットワーク通信適正率を高めることができる。
【００３４】
　前述した本発明の実施形態は本発明を限定するものではなく、よって、本発明により保
護される範囲は後述される特許請求の範囲を基準とする。
【符号の説明】
【００３５】
１１　ゲートウェイ、
１２　端末装置。
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